
　第９期介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画　高齢者保健福祉施策に関する事業進捗状況評価表

基本目標１　生きがいのある充実した生活の支援 ※ 「事業評価」の評価基準

　　　Ａ…　ほぼ事業内容を達成した。
　　　Ｂ…　改善、検討を要する点はあるが、事業内容をある程度達成した。
　　　Ｃ…　事業内容を達成したとは言えず、現状について大きな課題がある。
　　　Ｄ…　未実施

令和８年度

事業予定 事業実績
事業
評価

評価の理由 事業予定

基本施策⑴　健康づくり・介護予防の一体的推進

①

★さくら体操の
推進

新型コロナウイルス感染対策のため、管理会場の定員の見直しを行い
密にならない形で行います。また、医療・福祉の専門職が管理運営を
行い、グループ支援や参加者評価等を通して、参加者の介護予防や自
立支援を図ります。完全自主会場については新型コロナウイルス感染
対策により、介護事業所等使用できない会場が多いため、身近な所で
少人数実施できる体制を推進していきます。地域包括支援センターの
職員が立ち上げ・継続支援を行うとともに、市内のリハビリテーショ
ン専門職が会場を巡回し、助言・指導を行い、参加者の介護予防を図
ります。
介護予防の取り組みが多様化しているため、他の介護予防施策と連動
させながら介護予防を推進していきます。

<計画期間の目標>
さくら体操の会場数　55会場
さくら体操の延参加者数　6,600人
新規介護予防リーダー養成者数　年間15人

介護福祉課 管理会場においては管理委託の通所介護事業所・地域包括支援セン
ターと連携し、毎月１回ミニ講座を行うとともに、年に１回体力測定
等を行います。また、完全自主会場については市内のリハビリテー
ション専門職の協力を得て、各会場を巡回し、介護予防に関する助
言・相談等行い、参加者の介護予防を図ります。
介護予防ボランティア養成講座を開催し介護予防リーダーの育成、さ
くら体操各会場への配置を調整します。
地域包括支援センターを中心に、身近な所で少人数実施できる完全自
主会場（自主グループ）立ち上げ支援を行います。

管理会場では管理委託の通所介護
事業所・地域包括支援センターと
連携し、毎月ミニ講座を行い、参
加者へ介護予防・フレイル予防の
啓発を行うとともに年に１回体力
測定も行い,個別に結果説明と助言
を行い参加者の介護予防を図っ
た。
完全自主会場については市内のリ
ハ専門職の協力を得て、各会場を
巡回し、介護予防に関する助言と
相談等行い、参加者の介護予防を
図った。
リーダー育成のため介護予防ボラ
ンティア養成講座を開催しリー
ダーの少ない会場等を中心に調整
し配置することができた。
さくら体操会場数 33会場
さくら体操の延参加者数　6612人
新規介護予防リーダー養成者数
10人

B

目標に向けて着実に推進でき
ているが、達成したとは言え
ないため。

引き続き、管理会場において
は管理委託事業所・地域包括
支援センターと連携し、介護
予防・フレイル予防のミニ講
座を行うとともに、年１回体
力測定を行い参加者状況評価
を行います。また、完全自主
会場については市内のリハ職
の協力を得て各会場を巡回
し、参加者の介護予防を図り
ます。
介護予防リーダー育成につい
て介護予防ボランティア養成
講座を開催し各会場への配置
を調整します。
地域包括支援センターを中心
に身近な所で少人数実施でき
る完全自主会場立ち上げ支援
を行います。

②

☆介護予防講
座・教室等の実
施

高齢者が介護予防のための正しい知識を得て、自分に適した方法で主
体的に介護予防・フレイル予防に取り組めるよう講座や教室を開催し
多様な方法で介護予防を推進していきます。
また、市内には住民が自主的に体操や趣味活動を通して介護予防等に
取り組んでいる通いの場が多くあるため、広く情報提供等を行い支援
します。

介護福祉課 高齢者が介護予防・フレイル予防に関する正しい知識情報を知り、主
体的に取り組めるよう介護予防講座を開催します。
また、対面型の教室ニーズが多いことから、教室内容等を見直し実施
します。

専門職による介護予防・フレイル
予防のポイントについての介護予
防講座を年３回開催した。
シニア運動教室は参加定員を増や
し実施した。
講座、教室の中で地域資源等の情
報提供を行った。
介護予防講座実参加者数：74人
シニア運動教室実参加者数：115人

A

高齢者のニーズに応じ、教室
の定員を増加し事業実施する
ことができたため。

引き続き高齢者が介護予防・
フレイル予防に関する正しい
知識情報を学ぶ場として専門
職による介護予防・フレイル
予防のポイントについての介
護予防講座年３回開催しま
す。
また、多くの高齢者が参加で
きるようシニア運動教室の内
容充実と参加定員を増やし実
施します。
新たにフレイルチェック測定
会を開催し、基本チェックリ
ストや測定等を通じて高齢者
が自身の状況を把握するとと
もに、必要な支援へのつなぎ
を行います。

③

健康相談・指導
の継続
※他計画再掲

健康保持・増進と疾病予防のために健康や栄養、歯と口腔に関する相
談を実施するほか、健康づくり推進のための高齢者の方を対象とした
健康教室を開催し、健康相談および指導の充実を図ります。

健康課 令和６年度同様に成人健康相談、栄養個別相談、歯科健康教育・相談
等を実施するとともに、普及啓発に努めます。

市報への掲載、市のホームペー
ジ、LINE、チラシの配布等で周知
を図った。

A

概ね計画どおり実施すること
ができたため。

栄養個別相談において、利用
者の利便性向上のため、会場
を保健センターに加え新たに
市内集会施設にて実施する。
その他の事業については令和
７年度同様に事業実施すると
ともに、普及啓発に努める。

令和７年度

担当課事業の内容
事業名称

（★重点事業）
（☆新規事業）

番
号

・高齢者が生きがいを持ち、健康の維持・増進と、介護予防の推進を図るため、それまで培った技能や技術を発揮し、社会のなかで役割を担い

ながら地域共生社会の一員として活躍ができる、健康長寿の社会づくりを目指します。

・また、心身機能が低下したり、生活習慣病、要介護状態にならないように、介護予防・重度化防止、フレイル予防のための事業を展開します。
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令和８年度

事業予定 事業実績
事業
評価

評価の理由 事業予定

令和７年度

担当課事業の内容
事業名称

（★重点事業）
（☆新規事業）

番
号

【保険年金課】
（特定健康診査）
実施期間：令和７年６月１日～令和７年１２月３１日
（後期高齢者医療健康診査）
実施期間：令和７年９月１５日～令和８年１月３１日

フォロー健診（独自健康診査）として検査項目を追加し実施します。

（特定健康診査）
実施期間：令和７年６月１日～令
和７年１２月３１日
特定健康診査対象者:14,672人
特定健康診査受診者:6,786人
受診率(速報値):46.3％

（後期高齢者医療健康診査）
実施期間：令和7年9月15日～令和8
年1月31日
受診券発行枚数：14,553枚
受診者数：7,981人
受診率：54．8％（小数点以下第二
位四捨五入）

B

（特定健康診査）
特定健康診査の受診率は、都
及び全国と比較し高い傾向で
あるが、国の目標値（６
０％）には達していない。引
き続き、受診勧奨等を行い、
通知内容も精査していく。

（後期高齢者医療健康診査）
後期高齢者医療健康診査の受
診率は、昨年度と同様に都内
自治体中、高位であることか
ら、概ね達成したと思われ
る。

（特定健康診査）
実施期間：令和８年６月１日
～令和９年１月３１日
特定健康診査受診者に、フォ
ロー健診として検査項目を上
乗せして実施する。

（後期高齢者医療健康診査）
実施期間：令和８年９月１５
日～令和９年１月３１日

【健康課】
令和６年度同様に基本健診項目に上乗せして、生化学検査、血液学検
査、胸部レントゲン検査、眼底検査等を実施するとともに、受診率の
向上に努めます。

例年同様に、基本健診項目に上乗
せして、生化学検査、血液学検
査、胸部レントゲン検査、眼底検
査等を実施した。 A

概ね計画どおり実施すること
ができたため。

令和７年度同様に事業実施す
るとともに、受診率の向上に
努めます。

⑤

感染症の予防の
推進

新型コロナウイルス感染症や肺炎、インフルエンザの予防や重症化を
防ぎ、高齢者の方の健康を保持するため予防接種法に基づくワクチン
接種を推進します。

健康課 令和７年４月から定期接種化が予定されている帯状疱疹予防接種につ
いて、関係機関と調整し、円滑に実施します。

令和７年度はあらたに帯状疱疹予
防接種を開始した。そのほか、肺
炎球菌・インフルエンザ・新型コ
ロナ等の予防接種法に基づくワク
チン接種を実施した。 A

概ね計画どおり実施すること
ができたため。

引き続き、関係機関と調整
し、円滑に実施します。

⑥

健康講演会の継
続
※他計画再掲

疾病予防・普及啓発を目的とし、高齢者も含めた健康づくりの充実を
図ります。

健康課 令和６年度同様に事業実施するとともに、普及啓発に努めます。

≪令和６年度事業実績≫
市報への掲載、市のホームページ、チラシの配布等で周知を図った。
健康講演会を１１回実施した。

市報への掲載、市のホームペー
ジ、チラシの配布等で周知を図っ
た。
健康講演会を１１回実施した。 A

令和7年度の参加者は182人
で、前年度と比較して増加し
たため。（令和6年度：164
人）

令和７年度同様に事業実施す
るとともに、普及啓発に努め
ます。

⑦

歯と口腔の健康
の充実
※他計画再掲

高齢者の方の「8020運動」等を推進し、20歳から80歳の５歳刻みの市
民を対象に成人歯科健康診査を実施するとともに、70歳・75歳・80歳
を対象とした高齢者口腔機能診査を実施することで、高齢者の口腔内
の健康増進を図ります。また、かかりつけ歯科医の紹介を継続しま
す。

健康課 高齢者の方の「8020運動」等を推進し、20歳から80歳の5歳刻みの市
民を対象に成人歯科健康診査を実施します。また、歯科医院にかかっ
ていない方には、かかりつけ歯科医の紹介を行います。
70歳・75歳・80歳を対象とした高齢者口腔機能診査を実施すること
で、高齢者の口腔機能等口腔内の健康増進を図ります。
市報、ホームページ、パンフレット等を活用して歯科保健の重要性の
普及啓発に努めます。

令和6年同様、高齢者の方の「8020
運動」等を推進し、20歳から80歳
の5歳刻みの市民を対象に9月1日か
ら11月30日までの期間に成人歯科
健康診査を実施し、また、かかり
つけ歯科医の紹介を行った。

A

成人歯科健康診査において、
65歳以上の受診者数が13人増
加したため。
R6年度＝1,863人（うち、65歳
以上　712人）
R7年度＝1,875人（うち、65歳
以上　725人）

高齢者の方の「8020運動」等
を推進し、成人歯科健康診査
を実施します。また、歯科医
院にかかっていない方には、
かかりつけ歯科医の紹介を行
います。
高齢者口腔機能診査を実施す
ることで、高齢者の口腔機能
等口腔内の健康増進を図りま
す。
市報、ホームページ、パンフ
レット等を活用して歯科保健
の重要性の普及啓発に努めま
す。
成人歯科健康診査及び口腔機
能評価診査の対象者に新たに
85歳を加えて実施します。

⑧

介護予防・日常
生活支援総合事
業の推進

訪問型・通所型いずれも現行相当と市基準によるサービスを提供して
います。自立支援促進に向け、医療専門職が中心に関わり短期集中で
実施するサービス（サービスＣ）の実施と同サービスを通して総合事
業の見直しを検討します。
また、地域包括支援センターと連携し、介護保険サービス外の資源等
も積極的に活用した自立支援・重度化防止につながるケアマネジメン
トを推進します。

介護福祉課 医療専門職が中心に関わり短期集中で実施するサービス（サービス
Ｃ）を年３回実施し、介護認定要支援者等の介護予防・自立支援を推
進していきます。
また、利用対象者・関係者に事業の意義・効果等について周知し、適
切な方が利用できるよう工夫していきます。

医療専門職が中心に関わる短期集
中予防サービスＣ事業を年３回実
施。利用者のサービス終了後の生
活について多職種で地域ケア会議
で検討し、利用者の自立支援・重
度化防止につなげることができ
た。
利用者：23人

A

概ね予定どおり事業実施する
ことができたため。また、利
用者がサービス利用により、
生活機能が向上したため。

サービスＣ事業を年４回実施
し、サービス利用が適切と思
われる方が利用できるよう調
整していく。

④

健康診査等の継
続
※他計画再掲

フレイル予防のために高齢者の健診の活用やかかりつけ医との連携を
行います。また、寝たきり等へつながる生活習慣病の早期発見のため
に引き続き特定健康診査受診率の向上に努めます。
また、特定健康診査及び後期高齢者医療健康診査の受診者、４０歳以
上の集団健康診査の受診者等を対象に、フォロー健診として検査項目
を上乗せして実施します。

保険年金
課・健康課
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令和８年度

事業予定 事業実績
事業
評価

評価の理由 事業予定

令和７年度

担当課事業の内容
事業名称

（★重点事業）
（☆新規事業）

番
号

【保険年金課】
リスク該当者に勧奨し、必要があれば個別健康相談(ハイリスクアプ
ローチ）を行います。

（低栄養防止）
実施期間：令和７年４月１日から令和８年３月３１日
勧奨対象者：約２００名
（身体的フレイル予防）
実施期間：令和７年４月１日から令和８年３月３１日
勧奨対象者：約２００名

（低栄養防止）
実施期間：令和７年４月１日から
令和８年３月３１日
対象者数：２００名
介入者数：３８名
（身体的フレイル予防）
実施期間：令和７年４月１日から
令和８年３月３１日
対象者数：２０６名
介入者数：４０名

A

各対象者数２００名に対し、
各介入者を４０名と想定して
いたことから、概ね一致し、
また、最終面談まで達した者
は、低栄養防止は３５名、身
体的フレイル予防は１９名、
ポピュレーションアプローチ
についても、健康教育・健康
相談については、１，０４８
名、フレイル状態の把握は５
７名の参加と、他の自治体と
比して高い水準にあることか
ら概ね、達成したと考える。

（低栄養防止）
実施期間：令和７年４月１日
から令和８年３月３１日
勧奨対象者：約２００名
（身体的フレイル予防）
実施期間：令和７年４月１日
から令和８年３月３１日
勧奨対象者：約２００名

【介護福祉課】
低栄養防止に加え、身体的フレイルについての内容も追加して実施し
ます。また、さらなる事業の周知も行います。

ポピュレーションアプローチとし
て低栄養防止、身体的フレイルの
予防について、市内通いの場等に
おいてリハ専門職が健康教育を
行った。

A

概ね予定どおり事業実施する
ことができたため。

令和７年度同様に事業実施す
るともに、市の介護予防事業
等の際にも低栄養防止・身体
的フレイル予防について普及
啓発を行っていく。

【健康課】
令和６年度同様に高齢者向けの健康教育の啓発として、６５歳以上を
対象に「いきいき健康教室」を年２回実施するとともに、参加者の増
加に努めます。

高齢者向けの健康教育の啓発とし
て、６５歳以上を対象に「いきい
き健康教室」を予定どおり実施
し、４１名が参加した。

A

令和６年度の３９名から参加
人数は増加したため。

介護福祉課で健康な高齢者を
対象にした運動教室が増えて
いるため、健康課のいきいき
健康教室の運動は若い世代を
対象にした教室に変更し、歯
科・栄養講義は引き続き実施
する。

基本施策⑵　社会参加の促進

⑩

包括連携協定締
結校等との連携
による活動支援
の継続

包括連携協定を締結している学校・企業と講座等連携が可能な事業等
を実施していきます。

介護福祉課 地域の課題について、連携した事業等の実施が可能か調整していきま
す。

市内１学校法人と介護者向け講座
を開催した。

A

地域の課題について連携して
事業実施ができたため。

地域の課題について、連携し
た事業等の実施が可能か調整
していく。

⑪

★健康・スポー
ツ活動の支援の
継続
※他計画再掲

高齢者の健康増進及び生涯スポーツの推進に資することを目的とし
て、高齢者がスポーツに親しむ機会を提供し、高齢者の親睦や社会参
加、スポーツの普及・啓発を図ります。

<計画期間の目標>
大会参加者数　820人

生涯学習課 ５月から７月に、１５大会（開会式含む）の開催を予定しています。 大会期間令和7年5月5日～10月8日
大会数：14大会（開会式含む）
参加者数：489人（開会式含む）

B

目標値に達しなかったため。
今後も適宜事業内容を見直
し、中・高齢者の健康の維
持・増進を図るため継続して
実施する。

大会期間は、令和8年5月から9
月とし、14大会（開会式含
む）の開催を予定している。

⑫

文化学習事業の
継続

各公民館において高齢者学級や各種講座を実施するとともに、自主グ
ループの支援を行います。

公民館 次の事業を実施します。
・高齢者学級（生きがい広場【本館】、けやき学級【貫井南分館】、
シニアカレッジくりのみ【東分館】、みどり・朴の樹学級【緑分
館】、はなみずき学級【貫井北分館】）
・介護サポーター講座【貫井北分館】
・認知症カフェ【貫井北分館】
・認知症座談会【貫井北分館】

高齢者学級（生きがい広場：15回
延べ281人、けやき学級：11回延べ
199人、シニアカレッジ・くりの
み：13回延べ226人、みどり・朴の
樹学級：15回延べ295人、はなみず
き学級：15回延べ379人）
突然はじまる介護に備えよう：3回
延べ27人
きたまちカフェ：12回延べ190人
認知症介護の座談会：12回延べ59
人

A

前年と比較し、一部参加人
数、回数が減となっている。
これは当初予定回数は前年同
様に計画したが、施設の臨時
休館等により実施が困難と
なったためであり、事業は十
分実施できたと考える。

高齢者学級（生きがい広場、
けやき学級、シニアカレッジ
くりのみ、みどり・朴の樹学
級、なんじゃもんじゃ学
級）、突然はじまる介護に備
えよう、きたまちカフェ、認
知症介護の座談会

⑨

★高齢者の保健
事業と介護予防
の一体的実施

後期高齢者を中心とした医療保険や介護保険のデータ等に基づき市の
健康課題を分析し、健康課題を有する高齢者に対し医療専門職が関与
する保健事業を実施します。
また、通いの場等でも健康課題に応じた内容の活動を理学療法士等の
専門職を通じて行うことにより、保健事業と介護予防の一体的な実施
を図ります。

<計画期間の目標>
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施　令和６年度実施

保険年金
課・介護福
祉課・健康
課
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令和８年度

事業予定 事業実績
事業
評価

評価の理由 事業予定

令和７年度

担当課事業の内容
事業名称

（★重点事業）
（☆新規事業）

番
号

⑬

敬老行事等の継
続

老人福祉法の基本理念に沿うよう、高齢者の長寿をお祝いすると共
に、楽しいひと時を過ごしていただくための、敬老行事を実施しま
す。
また、99歳、100歳の方に対する高齢者記念品の贈呈を行います。

介護福祉課 （シニア元気フェスタ）
長年に渡り、社会に貢献した高齢者の長寿をお祝いするため、小金井
宮地楽器ホールを会場として、シニア元気フェスタを開催します。
式典の他、演芸の実施を予定しています。
午前午後の2部制、事前申込、抽選の方式で実施します。

（高齢者記念品）
99、100歳の高齢者に対し、長寿のお祝いとして、記念品を贈呈しま
す。

（シニア元気フェスタ）
9/27に小金井 宮地楽器ホールを会
場として実施。人気歌謡歌手等に
よる演芸等を開催し好評を博し、
長寿のお祝いに相応しい会となっ
た。
　来場者は992人。

（高齢者記念品）
99、100歳の高齢者に対し、長寿の
お祝いとして、商品券を贈呈。
100歳の高齢者のうち１人に対し、
市長による自宅訪問を実施した。

A

長年に渡り、社会に貢献した
高齢者の長寿をお祝いする目
的で事業を実施しており、高
齢者から好評を博し、老人福
祉増進に資する取組となって
いる。
また、介護福祉課の他、経済
課及び消防署に協力をいただ
き各種事業のリーフレット等
を配布しており、各種事業の
案内など、市及び消防署の施
策周知に対して一定の効果が
あったものと考えている。

（シニア元気フェスタ）
小金井 宮地楽器ホールを会場
として、シニア元気フェスタ
を開催する。
式典の他、演芸を実施予定。
午前午後の2部制、事前申込、
抽選の方式で実施する。

（高齢者記念品）
99、100歳の高齢者に対し、長
寿のお祝いとして、記念品を
贈呈する。

⑭

おとしより入浴
事業の継続

高齢者の憩いの場の提供及び健康の保持を目的とし、浴場組合が実施
する無料入浴事業に対し補助を行い、65歳以上の高齢者と小学生以下
の児童を対象に無料入浴の日を設け、世代を越えた交流の場を作りま
す。

介護福祉課 年7回の無料入浴デーとして、菖蒲湯（5月）、薬湯（8月）、敬老湯
（9月）、銭湯祭り（10月）、柚子湯（12月）、朝湯（1月）、レモン
湯（2月）を実施し、事業に係る経費を補助します。
また、広報を通じて事業の啓発に努め、利用の促進を図ります。

年7回の無料入浴事業を実施。高齢
者と子ども及び高齢者間の交流促
進の場を提供することができた。
（令和７年度実績）
無料入浴日数：7日
利用者数：高齢者591人、小学生以
下103人　合計694人

A

多数の市民が訪れ、世代間交
流を図ることができたため。

年7回の無料入浴デーとして、
菖蒲湯（5月）、薬湯（8
月）、敬老湯（9月）、銭湯祭
り（10月）、柚子湯（12
月）、朝湯（1月）、レモン湯
（2月）を実施し、事業に係る
経費を補助する。
また、広報を通じて事業の啓
発に努め、利用の促進を図
る。

⑮

高齢者いきいき
活動事業の継続

高齢者いきいき活動推進員が中心となり、趣味、体操等、健康増進活
動及びその他生きがい活動の講座を開催します。
また、利用促進に向け、広報等の充実を図ります。

介護福祉課 講座内容や講座規模を工夫しつつ、趣味、体操、健康増進活動、各種
講座等の高齢者の生きがい活動を推進すため事業を実施します。
委託先の社会福祉協議会と連携し、広報等の充実にも取り組みます。

（令和７年度実績）
講座（56回）
受講者数（271人）
募集人数（290人）

参加率93パーセント

A

受講内容の充実をはかり、高
齢者の生きがいの活動の支援
に寄与することができた。

引き続き講座内容や講座規模
を工夫しつつ、趣味、体操、
健康増進活動、各種講座等の
高齢者の生きがい活動を推進
すため事業を実施する。
委託先の社会福祉協議会と連
携し、広報等の充実にも取り
組む。

⑯

老人クラブ活動
支援と活動場所
の支援の継続

高齢者の生活を健全で豊かなものにし、高齢者の福祉の増進に資する
ことを目的に、老人クラブ及び老人クラブ連合会に対して補助金を交
付し、活動を支援します。
また、老人クラブや高齢者グループ等の定期的な地域活動及び健康増
進を目的とする活動の会場として「高齢者いこいの部屋」の利用を支
援します。

介護福祉課 老人クラブ及び老人クラブ連合会が行う、社会奉仕活動、健康を進め
る事業及び生きがいを高める活動等を支援するため、補助金を交付し
ます。
また、老人クラブや高齢者グループ等の定期的な地域活動及び健康増
進を目的とする活動の会場として「高齢者いこいの部屋」を運営しま
す。

(老人クラブ)
連合会補助金3,700,000円
老人クラブ（単位クラブ）補助金
4,281,300円

（高齢者いこいの部屋）
市内老人クラブ６団体、その他３
０団体に活動会場の提供を行っ
た。

A

事業を継続運営することによ
りある程度、高齢者の活躍の
場の提供に寄与することがで
きた。

引き続き老人クラブ及び老人
クラブ連合会が行う、社会奉
仕活動、健康を進める事業及
び生きがいを高める活動等を
支援するため、補助金を交付
する。
また、老人クラブや高齢者グ
ループ等の定期的な地域活動
及び健康増進を目的とする活
動の会場として「高齢者いこ
いの部屋」を運営する。

⑰

高齢者（いきい
き）農園の継続
※他計画再掲

農地所有者の方の協力を得て、60歳以上で耕作地を持たない高齢者の
方に対し、高齢者（いきいき）農園事業を継続しながら、野菜や草花
等の栽培・収穫を通じて高齢者の方の健康促進と仲間づくりを図りま
す。

経済課 農地所有者の協力のもと、引き続き高齢者農園事業を実施します。 農地所有者協力のもと、高齢者農
園事業を継続実施。利用者更新の
ため、令和7年3月に抽選実施。

東町二丁目高齢者農園　60区画
中町二丁目高齢者農園　35区画 A

高齢者農園事業の継続によ
り、高齢者農園がコミュニ
ティの形成と健康促進の役割
を果たしていると評価でき
る。

農地所有者の協力のもと、引
き続き事業を行っていく。
利用期間満了のため、令和9年
2月に利用者募集し3月に抽選
を実施する。
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令和８年度

事業予定 事業実績
事業
評価

評価の理由 事業予定

令和７年度

担当課事業の内容
事業名称

（★重点事業）
（☆新規事業）

番
号

⑱

★地域の居場所
に対する支援の
推進

生活支援コーディネーターを中心に、地域包括支援センターや社会福
祉協議会などの関係機関と連携し、また、認知症カフェについては認
知症地域支援推進員と協力しながら、居場所の立ち上げや活動継続に
対して支援します。立ち上げに対しては活用可能な場所や類似の居場
所に関する情報提供等を、活動継続に対しては市内の居場所の情報を
まとめた冊子と圏域ごとに情報を地図に落とし込んだマップを交互に
作成するとともに、情報を市ホームページにも掲載し、また、市民向
け事業等あらゆる機会を通じて地域の居場所の周知の充実に取り組み
ます。高齢者や関係者に周知を行うとともに居場所間の交流活動への
活用を図ります。

<計画期間の目標>
市内の居場所の情報をまとめた冊子への掲載居場所数　185か所

介護福祉課 引き続き、第２層生活支援コーディネーターを中心に居場所の活動継
続に向け支援していきます。
「地域とつながる応援ブック」等を活用し、様々な機会を通じて、地
域の居場所の周知を行っていきます。

第２層生活支援コーディネーター
を中心に第２層協議体を開催し、
居場所の活動を継続できる方法等
について支援を行った。
地域の居場所についてまとめた
「地域とつながる応援ブック」を
作成し、様々な機会を通じ積極的
に周知を行った。

掲載居場所数：190か所

A

地域の居場所掲載数は目標を
超え、概ね予定どおり事業実
施できたため。

引き続き、第２層生活支援
コーディネーターを中心に居
場所の活動継続に向け支援し
ていく。
「地域とつながる応援ブッ
ク」を活用し、様々な機会を
通じて地域の居場所の周知を
行っていく。

基本施策⑶　高齢者の就労支援

⑲

★シルバー人材
センターへの支
援の継続

高齢者の就業の場の提供や、社会参加等を提供するシルバー人材セン
ターに対し、設立目的が達成されるよう、継続的に補助金の交付を行
います。
また、各種事業に係る広報を支援し、会員に対する就業の場を提供で
きるよう支援を行います。

<計画期間の目標>
東京都シルバー人材センター事業補助金交付要綱に定める公益目的事
業費のランク格付Ａ

介護福祉課 高齢者の就業の場の提供や、社会参加等を提供するシルバー人材セン
ターに対し、設立目的が達成されるよう、継続的に補助金の交付を行
うほか、会員増強の促進や就業率の向上を目指し、事業内容の広報支
援を行います。

補助金を交付することで、働く意
欲を持った健康な高齢者につい
て、能力や知識・経験を活かした
就労の場を確保し、社会参加の促
進を支援した。

令和７年度補助金決定額
51,786,000円

A

東京都シルバー人材センター
事業補助金交付要綱に定める
公益目的事業費のランク格付
Ａとなったため。
また、補助金の交付を行うこ
とで、当該法人が安定して事
業を運営できる環境を支援
し、結果として、高齢者の就
労の場確保と事業の拡充支援
を図ることができた。

高齢者の就業の場の提供や、
社会参加等を提供するシル
バー人材センターに対し、設
立目的が達成されるよう、継
続的に補助金の交付を行うほ
か、会員増強の促進や就業率
の向上を目指し、事業内容の
広報支援を行う。

⑳

「こがねい仕事
ネット」におけ
る就労支援の継
続

市が運営する就労支援サイト「こがねい仕事ネット」において、就労
等に関する情報提供やセミナー等の情報提供を積極的に行い、高齢者
の方を含めた就労支援を行います。

経済課 就労支援サイト「こがねい仕事ネット」に、高齢者向けの就労支援セ
ミナーや就職面接会等、就労等に関する情報を掲載します。

高齢者向け就労支援セミナー掲載
件数：１３件
高齢者向け面接会掲載件数：１１
件

A

就労支援サイト「こがねい仕
事ネット」に各種セミナー、
イベントの情報を掲載し、継
続して高齢者向けの就労支援
情報を周知することができ
た。

就労支援サイト「こがねい仕
事ネット」に、高齢者向けの
就労支援セミナーや就職面接
会等、就労等に関する情報を
掲載する。
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